
※メールでの応募・お問い合わせはこちらまで ▶gakuseikoho@ml.otemon.ac.jp ［ 担当 ： 児玉（経営学部 3年） ］

当マガジン「BRIDGE」を一緒に作ってみませんか？ 興味のある人は気軽に見学しに来てください！
●見学の申し込み・お問い合わせ／1号館2F 総務室 広報課［担当 ： 坂倉］ （または下記メールアドレスにご連絡ください）

［ スタッフ会議 ］ 2206教室／毎週水曜日または木曜日／12:40～14：30頃まで（昼休み限定の参加もOK・ 他団体所属の学生も歓迎します） QRコードから
メールをお送り
いただけます▶

「BRIDGE」制作メンバー［学生企画広報スタッフ］1・2年生 大募集中！
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学
生
企
画
広
報
ス
タ
ッ
フ

福
田 

菜
摘 

［
経
営
学
部 

3
年
］

児
玉 

咲
紀 

［
経
営
学
部 

3
年
］

伊
藤 

大
河 

［
国
際
教
養
学
部 

3
年
］

古
賀 

千
晴 

［
心
理
学
部 

2
年
］

西
尾 

紗
希 

［
社
会
学
部 

2
年
］

向
井 

雅
駿 

［
経
済
学
部 

2
年
］

東
田 

萌
希 

［
心
理
学
部 

2
年
］

松
浦 

莉
紗
子 

［
社
会
学
部 

2
年
］

竹
内 

淳 

［
経
済
学
部 

2
年
］

福
嶋 

な
つ
み 

［
経
営
学
部 

2
年
］

藤
澤 

杏 

［
経
営
学
部 

2
年
］

中
嶋 

い
ず
み 

［
経
営
学
部 

2
年
］

　
私
が
学
生
企
画
広
報
ス
タ
ッ
フ
に

入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、U
I

論
の
授
業
で
こ
の
団
体
の
プ
レ
ゼ
ン

に
惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。実
際
に﹃
ブ

リ
ッ
ジ
﹄の
制
作
に
関
わ
り
始
め
て

か
ら
は
、自
身
で
撮
影
を
し
た
り
、取

材
や
誌
面
構
成
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
、雑

誌
制
作
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
が
で

き
、毎
回
楽
し
く
参
加
で
き
て
い
ま

す
。そ
し
て
、な
に
よ
り
一
緒
に
頑
張

る
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、必
ず
社

会
に
で
て
役
立
つ
こ
と
ば
か
り
な
の

で
、学
生
企
画
広
報
ス
タ
ッ
フ
に
入
れ

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。

︿
学
生
企
画
広
報
ス
タ
ッ
フ
：
向
井 

雅
駿
﹀

編
集
後
記

特集： 自分史上想像以上のチカラをその手に。
 社会で求められる力を養う次世代型の授業 │ ▶笑学入門 ▶追手丼［経営学部 村上喜郁ゼミ］ ▶男女共同参画 キャリア形成プログラム

連載： 社会へのBridge ［卒業生×在学生］
 Vol.03｜木村 稔 氏 ［ 株式会社ジュビロ 代表取締役社長 ］

連載： 「想像もしなかった自分史」を始めた学生の肖像
 Vol.04｜経済学部 経済学科 3年　古川 十豊さん 

vol. 09

ご自由にお持ち帰りください

SPECIAL FEATURE

Take Fre
e

学生・教員・職員のためのインタラクティブ・マガジン
［ブリッジ］

その場ですぐに結果がわかる
Bridgeアンケートに答えよう！

Check!

アンケートの結果がその場で見られる
ので、みんなの気持ちがすぐにわか
る！ 今回はお気に入りのファッション、
E-CO、就活についての設問です。ぜ
ひお答えください。

▲ 経営学部 ・ 村上喜郁ゼミ3年生の［追手丼プロジェクト］メンバー

西
尾
◉
ジ
ュ
ビ
ロ
の
社
長
の
役
割
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
村
◉
大
き
な
方
向
性
と
し
て
、Ｊ
リ
ー
グ

と
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
使
命
で
あ
る「
日

本
サ
ッ
カ
ー
の
水
準
向
上
お
よ
び
普
及
促

進
」に
貢
献
す
る
こ
と
に
加
え
、「
多
く
の

人
々
と
夢
と
感
動
を
わ
か
ち
あ
う
」と
い
う

ジ
ュ
ビ
ロ
の
理
念
を
実
現
す
る
ク
ラ
ブ
経
営

を
行
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
チ
ー
ム

の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。

西
尾
◉
チ
ー
ム
の
強
化
に
必
要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

木
村
◉
大
事
な
の
は
結
束
力
で
す
。ピ
ッ
チ

で
戦
う
選
手
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、さ
ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
や

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
も
含
め
た
す
べ
て
の
部

署
を
ど
う
一つ
に
す
る
か
。こ
れ
が
で
き
れ
ば

勝
て
る
チ
ー
ム
に
な
る
。ま
た
、育
成
の
観
点

か
ら
ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス
世
代
か
ら
の
連
携
も

重
要
で
す
。中
高
生
の
段
階
か
ら
ジ
ュ
ビ
ロ

の
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
込
ん
で
い
く
の
で
す
。

西
尾
◉
木
村
社
長
も
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
し

た
。大
学
時
代
は
学
問
と
サ
ッ
カ
ー
の
両
立

に
励
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

木
村
◉
い
や
、勉
強
は
あ
ま
り
し
て
な
か
っ

た
ね
。試
験
前
に
は
ノ
ー
ト
を
借
り
た
り

︵
笑
︶。そ
れ
で
も
授
業
に
は
必
ず
出
席
し

た
。大
学
に
限

ら
ず
、小
学
校

か
ら
学
校
を

休
む
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

西
尾
◉
選
手
引
退
後
は
営
業
職
に
。

木
村
◉
キ
ツ
い
仕
事
で
し
た
け
ど
ね
。今
で

は
労
基
法
上
無
理
で
す
が
、当
時
は
そ
の
日

の
う
ち
に
帰
れ
な
い
こ
と
は
普
通
。で
も
キ

ツ
か
っ
た
か
ら
こ
そ
逃
げ
な
か
っ
た
。も
う
、

負
け
ん
気
だ
け
で
し
た
ね
。

西
尾
◉
最
後
は
販
売
会
社
の
社
長
に
ま
で

昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
◉
私
よ
り
販
売
に
長
け
た
人
、営
業

ト
ー
ク
の
う
ま
い
人
は
た
く
さ
ん
い
た
。あ

え
て
言
え
ば
、当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
し
て
き
た
だ
け
な
ん
で
す
。

西
尾
◉
大
学
時
代
に
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は

何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

木
村
◉
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
組
織

ジュビロを強くする。それが私の最も大切な仕事。

Pro f i l e  │ 木村 稔 氏

1954年大阪府生まれ。追手門学院小学校（78期生）、追手門学院中学校（1期生）・高校
（21期生）を経て追手門学院大学経済学部入学。1977年卒業と同時にヤマハ発動機
株式会社へ選手として入社。同社サッカー部でプレーするもケガにより引退。以降は営業職
として活躍。2007年ヤマハ発動機販売株式会社取締役に就任し、2010年常務取締役、
2011年代表取締役社長を歴任。2015年より現職。

［ interv iew ：　西尾 紗希／古賀 千晴］
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第
8
期
卒
業
生

木
村 

稔 

氏

株
式
会
社
ジ
ュ
ビ
ロ 

代
表
取
締
役
社
長

追 手 門 学 院 大 学 の 卒 業 生 を 訪 ね て

で
や
る
か
ら
に
は
協
調
性
が
な
い
と
通
用
し

ま
せ
ん
。他
者
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る

態
度
を
養
って
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

西
尾
◉
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
村
◉
Ｊ
１
残
留
は
最
低
限
と
し
て
、前
身

の
ヤ
マ
ハ
発
動
機
サ
ッ
カ
ー
部
創
設
時
か
ら

掲
げ
る「
常
に
日
本・ア
ジ
ア
で
ト
ッ
プ
を
狙

う
」チ
ー
ム
の
基
盤
づ

く
り
を
３
年
間
で
や

り
遂
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。過
去
の
栄

光
は
忘
れ
て
ジ
ュ
ビ
ロ

を
強
く
す
る
。そ
れ

が
私
の
最
も
重
要
な

仕
事
で
す
。「キツイからこそ逃げない。人生の選択

肢があれば必ずつらい方を選ぶ」という
考え方を聞き、私自身ももっとやれる、頑
張ろうという気持ちになれました。また

「当たり前の事を当たり前にする」という
難しさと大切さを学びました。木村社長
はとてもハートが強く、その強さ、素敵さ
に多くの人が惹きつけられて今があるの
ではないでしょうか。

取材を終えて

社会学部 社会学科2年　西尾 紗希さん

▲大学時代の木村稔氏

▲ジュビロ磐田新体制発表記者会見（2016年1月）



社会で求められる力を養う
次世代型の授業

大学創立100年へ向けた新たな教育創造を
SPECIAL FEATURE

大学教育には「専門教育」と「教養教育」の要素がある。

追手門学院大学は、そんな従来の枠組みにメスを入れ、

「専門教育」「教養教育」に「キャリア教育」を組み入れた

三本柱で教育システムを構成する教学改革を実行。

他大学に先駆けた大学教育を実践する。

この改革によって、専門人や教養人だけではなく

「社会人の育成」という切り口が明確に加わることになる。

［ interv iew ： 福田 菜摘／児玉 咲紀／伊藤 大河／古賀 千晴／西尾 紗希／向井 雅駿／松浦 莉紗子／福嶋 なつみ ］

教養ゼミ・オープンゼミ・表現コミュニケーショ
ンは前年度に実施されるポスターセッション
で授業内容が発表されます。
これらの科目には「優先履修」制度があり、ポ
スターで優先履修の条件が示されます。
優先履修を希望する科目にエントリーし、条件
を満たしていると担当教員が判断した場合、
優先履修が認められます。

る
。日
本
の
大
学
は
長
年
専
門
人

も
し
く
は
教
養
人
の
育
成
と
い

う
機
能
を
担
う
一
方
、社
会
人
を

育
て
る
意
識
は
低
か
っ
た
。こ
の

教
学
改
革
を
通
じ
て
、﹁
専
門
知

識
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
社
会
人

の
育
成
﹂を
大
学
の
責
務
と
捉
え

直
し
、他
大
学
に
先
駆
け
て
時
代

に
即
し
た
大
学
教
育
を
実
践
し

て
い
く
。

　

三
本
柱
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ

け
を
確
認
し
て
お
く
。﹁
専
門
教

育
﹂は
専
門
知
識
を
体
系
的
に
学

び
研
究
に
発
展
さ
せ
る
、大
学
教

育
の
核
で
あ
る
。座
学
だ
け
で
な

く
演
習
を
導
入
し
、学
部
に
よ
っ

て
は
企
業
や
自
治
体
と
の
連
携

も
進
ん
で
い
る
。﹁
教
養
教
育
﹂は

特
定
の
知
識
で
は
な
く
、人
間
理

解
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
向
上
の
手
が
か
り
ま
で
、人
間

的
な
成
長
の
助
け
と
な
る
学
問

に
広
く
触
れ
る
機
会
だ
。

　

今
回
新
し
く
柱
に
据
え
ら
れ

た﹁
キ
ャ
リ
ア
教
育
﹂は
、専
門
と

教
養
で
身
に
つ
け
た
知
識
と
実

社
会
と
の
関
連
を
理
解
し
た
り
、

進
路
を
思
案
す
る
き
っ
か
け
を
得

た
り
す
る
た
め
の
科
目
群
。知
識

を
増
や
す
タ
イ
プ
の
勉
強
と
は

異
な
る
。ポ
イ
ン
ト
は
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
た
学
習
に
発

展
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
。キ
ャ

リ
ア
教
育
で
の
気
づ
き
を
も
と

に
、専
門
や
教
養
の
学
び
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、前
向
き
で

楽
し
い
大
学
生
活
に
つ
な
が
る
は

ず
で
あ
る
。

　
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
り
を
見

せ
、多
く
の
大
学
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

課
外
活
動
的
な
枠
組
み
で
の
実

施
で
あ
る
。追
手
門
学
院
大
学
は

そ
こ
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。大

学
教
育
は﹁
専
門
教
育
﹂と﹁
教
養

教
育
﹂の
二
軸
だ
が
、そ
こ
に
第
３

の
柱
と
し
て﹁
キ
ャ
リ
ア
教
育
﹂を

加
え
る
教
学
改
革
を
推
進
。下
図

の
よ
う
な
三
本
柱
の
構
成
と
す

教養ゼミ・オープンゼミ・
表現コミュニケーションの
優先履修について

専
門
知
識
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
社
会
人
の

養
成
が
大
学
の
責
務

卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
を

見
据
え
な
が
ら
の

大
学
生
活
を
実
現
す
る

特集

正課外キャリア
教育プログラム

初年次科目
外国語科目
体 育 科 目

人文系
社会系
自然系

経済学部
経営学部

地域創造学部

社会学部
心理学部

国際教養学部

基
礎
科
目
群

教
養
科
目
群

総
合
科
目
群

キ
ャ
リ
ア
科
目
群

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

学
科
専
門
科
目

基盤教育科目 学科科目

教養教育 専門教育

キャリア教育追手門学院大学の
教育システム図

その場で結果がわかるアンケートに答えよう！

面白いと思う授業の形式を
教えてください

Bridgeアンケート Check!

Q1

ポスターセッションに参加する

優先履修を希望する科目に
エントリーする

担当教員が優先履修学生を
選抜する

優先履修決定科目の履修登録が
完了（抽選登録不要）

優先履修の流れ

01
02
03
04

B r i d g e    O T E M O N G A K U I N U N I V E R S I T Y3 B r i d g e    O T E M O N G A K U I N U N I V E R S I T Y 2



　

レ
シ
ピ
開
発
を
担
当
し
て
い

ま
す
。芳
飯
と
い
う
昔
の
料
理
を

ど
う
や
っ
て
現
代
人
の
口
に
合
わ

せ
る
か
が
鍵
。技
術
も
必
要
な
た

め
、調
理
学
校
に
通
っ
て
レ
シ
ピ
に

磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。お
い
し

い
も
の
を
作
る
こ
と
は
前
提
で
す

が
、自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
け
に

走
る
の
で
は
な
く
、大
阪
府
中
央

卸
売
市
場
の
要
望
に
し
っ
か
り
お

応
え
す
る
経
営
学
的
視
点
を
忘
れ

な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
か
ら
の
要

件
を
踏
ま
え
つ
つ
、テ
ー
マ
設
定
、

具
材
の
選
定
、味
付
け
の
方
向
性

な
ど
す
べ
て
の
作
業
が
適
切
に
進

む
よ
う
に
と
り
ま
と
め
ま
す
。本

来
私
は
自
分
で
作
業
を
し
て
し
ま

う
タ
イ
プ
の
人
間
で
、改
め
て
メ
ン

バ
ー
に
指
示
を
送
る
能
力
が
な
い

こ
と
を
実
感
。で
も
、こ
う
し
て
自

分
に
欠
け
て
い
る
力
を
発
見
で
き

る
の
も
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
成
果
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
教
学
改
革
を
進
め
る
追
手
門
学
院
大
学
。国
際
教
養
学
部・ア
ジ

ア
学
科
が
２
０
１
７
年
度
よ
り
国
際
日
本
学
科
に
名
称
変
更
す
る
な
ど
、「
国
際
化
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」は
改
革
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
社
会
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
自
己
表
現

力
が
一
層
重
要
視
さ
れ
る
。そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
磨
く
方
法
論
と
し
て「
笑
い
」へ
の
理

解
や「
ユ
ー
モ
ア
」の
心
を
備
え
る
こ
と
は
非
常
に
有
効
だ
。

　
２
０
１
６
年
度
に
開
講
し
た「
笑
学
入
門
」で
は
、笑
い
に
か
か
わ
る
文
化
や
芸
能

に
触
れ
た
り
、笑
い
や
ユ
ー
モ
ア
の
し
く
み
を
学
術
的
に
分
析
し
た
り
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成

し
て
い
る
。

笑
学
入
門

追
手
丼

作業の結果を見せ合うことを度々促す。「仕事は一人で完結させないこと。いま必要なのは“恊働力”です」

　笑いは、人との距離を縮めるのに役立
ちます。場合によっては笑うことがエチ
ケットにもなるなど、人間関係と笑いは
関連深いものです。また、ユーモアのセン
スは自己表現の幅を広げ、人前で話す技
能にも発展するでしょう。こうして笑いの
核心部分を考えると、誰にでも関係ある
テーマへと広がります。この授業を通じ
て、できれば「創造性」を高めるところま
で到達してほしいと思っています。

　経営学は実践の学問。試験の点数が
よくても現場で生かせなければ意味があ
りません。ビジネスに携わっている方々
と一緒に活動することで、普段の学習成
果を確認するとともに、社会貢献という
要素も意識して、大阪府中央卸売市場さ
んのニーズに応えてほしいと考えていま
す。現場体験を通じて、経営学が実際に
使える学問であること知れば、学習のモ
チベーションもいっそう高まるはずです。

高垣 伸博 教授村上 喜郁 准教授
社会学部 社会学科

笑学研究所長

経営学部 経営学科

人間関係をはじめ
笑いは誰にでも関係あるテーマ

経営学はビジネスの現場
で使えてこそ意味がある

料
理
学
校
に
通
っ
て

技
術
を
磨
き
な
が
ら

お
い
し
さ
を
追
究

経
営
学
部 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科 

３
年

西
岡 

耀
さ
ん

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て

自
分
に
足
り
な
い
も
の
を

改
め
て
実
感
し
た

経
営
学
部 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科 

３
年

小
川 

奈
穂
さ
ん

い
か
に
組
織
力
を

発
揮
さ
せ
る
か
も

経
営
学
の
テ
ー
マ

経
営
学
部 

経
営
学
科 

３
年

杉
坂 

隼
一
さ
ん

進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
自
己
表
現
力
を
養
う

地
元
卸
売
市
場
と
連
携
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
丼
づ
く
り
に
挑
む

先
輩
を
超
え
る
ぞ
！ 「
４
代
目 

追
手
丼
」

経
営
学
部

村
上
喜
郁
ゼ
ミ

う
タ
イ
プ
の
人
間
で
、改
め
て
メ
ン

バ
ー
に
指
示
を
送
る
能
力
が
な
い

こ
と
を
実
感
。で
も
、こ
う
し
て
自

分
に
欠
け
て
い
る
力
を
発
見
で
き

経営学はビジネスの現場

　
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
か
ら
の
要

件
を
踏
ま
え
つ
つ
、テ
ー
マ
設
定
、

具
材
の
選
定
、味
付
け
の
方
向
性

な
ど
す
べ
て
の
作
業
が
適
切
に
進

む
よ
う
に
と
り
ま
と
め
ま
す
。本

来
私
は
自
分
で
作
業
を
し
て
し
ま

料
理
学
校
に
通
っ
て

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て

笑
い
の
本
質
を
知
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
す
る
力

身
に
つ
け
た
知
識
を

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で

適
用
す
る
力

総合科目群
追大UI科目

学科専門科目
専門ゼミ

一 般 的なインプット主
体の授業とは違って、ア
ウトプットも交えて笑い
を学べます。講義ごとに
先生が変わることで毎
回新鮮な気持ちになり、
集中して受講できます。
国際教養学部 国際教養学科 2年

山岸 勇大さん

この授業に参加してい
る学生は皆さん個性的
で、外部から一般の聴講
生も来られていて、笑い
の基本である人間観察
にはもってこい。いつも
刺激をもらっています。
経営学部 マーケティング学科 4年

播本 静也さん播本 静也

身につくのは？身につくのは？

お

う

て

ど
ん

　
﹁
笑
学
入
門
﹂は
開
講
１
年
目
の

授
業
。笑
い
と
は
、多
数
者
の
関
心

事
な
の
だ
ろ
う
か
。新
規
授
業
に
も

か
か
わ
ら
ず
履
修
登
録
希
望
者
が

定
員
を
大
幅
に
超
え
、多
く
の
学
生

が
選
外
と
な
っ
た
。

　
全
₁₅
回
の
講
義
は
笑
学
研
究
所

の
監
修
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
進
め
ら
れ
る
。

講
師
は
坂
井
東
洋
男
学
長
、井
上

宏
笑
学
研
究
所
特
別
顧
問(

前
所

長)

、所
員
、放
送
作
家
、漫
才
作

家
、落
語
作
家
、落
語
家
な
ど
の
多

彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
。Ｍ
Ｂ
Ｓ
元

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
室
長
の
高
垣
伸
博

社
会
学
部
教
授
が
毎
回
の
授
業
に

立
ち
会
い
、自
ら
講
義
も
行
う
。受

講
者
た
ち
は
、幅
広
い
分
野
で
高
い

業
績
を
誇
る
講
師
陣
の
も
と
、笑
い

を
学
術
的
に
考
察
す
る
。

　
第
８
回
の
講
義
を
担
当
し
た
の

は
、大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校
校

長
で
元
放
送
作
家
の
和
栗
隆
史
氏

（
写
真
）。授
業
の
一
部
を
紹
介
す

る
と﹁
自
分
史
漫
才
ド
ジ
リ
ン
グ
﹂

と
い
う
ワ
ー
ク
で
は
、縦
軸
を
ハ
ッ

ピ
ー
度
、横
軸
を
時
間
軸（
年
齢
）と

す
る
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
作
成
。人
生

の
浮
き
沈
み
を
思
い
な
が
ら
上
に

下
に
線
を
引
い
た
。

　
﹁
な
ぜ
ド
ジ
リ
ン
グ
と
い
う
名
称

か
。人
に
ウ
ケ
る
の
は
自
慢
話
で
は

な
く
、ド
ジ
な
話
だ
か
ら
。自
分
を

落
と
し
て
笑
い
を
取
る
の
は
関
西

人
の
得
意
技
で
す
ね
﹂と
和
栗
氏
。

自
分
の
弱
み
が
、笑
い
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発
展
さ
せ
る
の
で
あ

る
。続
い
て
は
笑
い
の
構
造
分
析
に

挑
戦
。コ
ン
ト
映
像
を
視
聴
し
、笑

い
の
仕
掛
け
が
あ
る
と
思
う
部
分

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。自
分
の
笑
い
所

を
知
れ
ば
自
己
分
析
も
成
立
す
る

と
い
う
か
ら
、笑
い
は
自
己
発
見
の

き
っ
か
け
に
も
な
る
。

　
こ
の
授
業
に
は
一
般
解
答
は
存

在
し
な
い
。和
栗
氏
は﹁
笑
い
の
授

業
だ
が
、目
的
は
正
解
の
な
い
課
題

を
皆
で
考
え
る
こ
と
﹂と
語
る
。

　
笑
い
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
間
開

発
の
手
が
か
り
が
潜
ん
で
い
る
よ
う

だ
。﹁
笑
学
入
門
﹂の
今
後
に
注
目
し

た
い
。

履
修
希
望
者
が
多
数

笑
い
へ
の
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
る

ド
ジ
体
験
の
思
わ
ぬ
効
果
？

折
れ
線
グ
ラ
フ
を

つ
く
っ
て
み
よ
う

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
資
源
で
す

が
、こ
の
活
動
は
と
り
わ
け
ヒ
ト

が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
。個
人
の
力
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
、協
力
し
あ
う

こ
と
で
限
界
を
超
え
て
い
け
る
組

織
力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
力
で

歴
代
最
高
の
丼
を
開
発
し
ま
す
。

　
僕
の
役
割
は
い
わ
ば
現
場
監
督

で
、各
現
場
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

対
応
が
仕
事
で
す
。経
営
は
ヒ
ト・

　
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
課
題
解
決
型
学
習
）型
授
業
を
展
開
し
て
い
る
経
営
学
部・

村
上
ゼ
ミ
で
は
、大
阪
府
中
央
卸
売
市
場（
茨
木
市
宮
島
）と
連
携
し
、若
者
の
魚
離

れ・野
菜
不
足
の
解
消
を
図
る「
追
手
丼
」の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。今
年
度
で
４

代
目
と
な
る
追
手
丼
。今
回
の
テ
ー
マ
は
丼
も
の
の
起
源
と
言
わ
れ
る
室
町
時
代
の

料
理「
芳
飯（
ほ
う
は
ん
）」の
現
代
版
。め
ざ
す
は
先
輩
を
超
え
る
丼
づ
く
り
だ
。
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マネージャーをしていて大変なことは？
OBへの連絡、グラウンドの割り当て、練習メニューの組立など仕
事量が多いことです。練習中は常に屋外にいますが、自分の水分
補給も忘れるほどの多忙さです。

やりがいを感じるときは？
ラクロスは大学から始める人が大半。最初パスだけの練習をして
いた部員がシュートを決めたり、後輩を教えたりなど、選手の成
長に立ち会えることです。

今後の目標は？
チーム全体が大きな壁にぶつかった時期があったのですが、それ
を逆にバネにすることで、心機一転これからも頑張っていきたい
です。目標は２部復活！ 自分たちの代で成し遂げたいです。

マネージャーをしていて大変なことは？
選手にボールを渡すときでもタイミングを考えて差し出すなど、
常に選手中心の行動をしないといけません。夏場はお茶がすぐな
くなり、補給回数が多くて大変です。

マネージャーを続ける理由は？
つらいこともありますが、メンバーがみんな優しく、楽しいと感じ
ることの方が多いからです。部活のメンバーとはプライベートで
もすごく仲良しです。

チームの特徴は？
先輩、後輩に関係なく言いたいことが言える仲の良いチームで
す。プライベートでは一緒にはしゃぎますが、部活中は真剣モード
に切り替わるメリハリのよさも特徴です。

主務をしていて大変なことは？
選手と兼任なので両立が大変です。アルバイトもしていますから
自分の時間がありません。部員が約100人もいますので、連絡だ
けでもかなりの作業になります。

主務をやってよかったことは？
他大学の野球部員や主務と交流ができ、友達が増えること。ま
た、選手たちが主務の大変さをわかってくれていて、よく「ありが
とう」と声をかけてくれます。

今後の目標は？
2015年の阪神大学野球秋季リーグ戦２部リーグで優勝し、29
年ぶりの１部リーグ昇格を果たしたので、今後の目標は１部での
優勝！ 神宮をめざします。

マネージャーをしていて大変なことは？
リーグ戦が始まると試合が頻繁にあり、夏には缶詰合宿と年中
忙しいこと。試合での関係者の受付や活動風景のビデオ撮影な
ど、仕事も多く人手が足りません。

やりがいを感じるときは？
仕事を終えたときに「ありがとう」と言ってもらえること。また、試
合で勝ってくれたとき選手たちと一緒に喜べることですね。みん
な仲がよく楽しいですよ。

今後の目標は？
１部リーグ昇格をめざしています。そのためにも完璧に仕事をこ
なせるようになり、１部チームのマネージャーとしての仕事ができ
るように備えたいと思います。

男子ラクロス部

女子バレーボール部

硬式野球部

アメリカンフットボール部

心理学部 心理学科 2年

重村 菜穂子さん

経営学部 マーケティング学科 2年

谷川 美樹 さん

経済学部 経済学科 3年

西田 航 さん

心理学部 心理学科 2年

鵜飼 明日香 さん

様々な場所で活躍する追大生を突撃インタビュー！

Vol.1 ［マネージャー編］  interv iew & tex t & Photo ： 児玉 咲紀／福嶋 なつみ／藤澤 杏
題字 ： 福嶋 なつみ

男
女
共
同
参
画

 
キ
ャ
リ
ア
形
成 

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
卒
業
後
は
た
だ
就
職
す
る
と
し

か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、例

え
ば
女
性
の
場
合
産
休
を
活
用
す

る
こ
と
で
家
庭
と
仕
事
の
両
立
が

図
れ
る
と
い
っ
た＂
働
き
方
＂を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、幅
広
い
業
界
か
ら
講

師
が
来
ら
れ
る
の
で
、進
路
選
び

の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。

地
域
創
造
学
部 

成
熟
社
会
研
究
所
長

佐
藤 

友
美
子 
教
授

た
だ
働
く
だ
け
で
は
な
く

＂
働
き
方
＂ま
で
イ
メ
ー
ジ

す
る
よ
う
に
な
っ
た

自
ら
行
動
を
起
こ
す
と

思
い
が
け
な
い

展
開
が
待
っ
て
い
る

株
式
会
社
ビ
ケ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役

１
９
９
１
年
経
済
学
部
卒
業

土
谷 

尚
子 

講
師

教員
の

視点から

教員
の

視点から

講義終了後はちょっと長めの質疑応答の時間。「仕事のこだわりは何ですか？」など盛んに質問が飛んだ。

自
分
ら
し
い

働
き
方
、生
き
方
を

見
つ
け
る
力

国
際
教
養
学
部 

ア
ジ
ア
学
科 

３
年

開
田 

明
日
香 

さ
ん

総合科目群
オープンゼミ

①サマーパーティーでは留学生と一緒にサリーの着付けを体験しました。
②ドリンクやスナックを囲んでみんなで乾杯！
③お菓子をもらおう“Trick or Treat !”

グローバルキャンパスをのぞいてみよう！！

［ ハロウィンパーティー ］ 10月28日（金） 12：45～13：15 ［ クリスマスパーティー ］ 12月21日（水） 12：45～13：15開催決定！！

E-COは最初先生の指示で利用したのです
が、今では多いときで週４回も訪れています。
E-COにはレベルに応じた様々なサービスが
あり、私はリスニング力が伸びたと実感して
います。まだE-COに行ったことのない人は、
パーティーへの参加をきっかけにするのもい
いと思います。外国の雰囲気を味わえるし、
スタッフの方との距離も縮まりますよ。

まだ利用していない人は
パーティーに参加してみては

国際教養学部 国際教養学科 2年

森川 佳苗 さん

1 2

3

［ interv iew ： 東田 萌希 │ Photo ： 向井 雅駿 ］

お昼休みに誰でも自由に参加できるパーティを開催！ この機会に「E-CO」で友達を作ろう！

講師
（卒業生）

の
視点から

講師
（卒業生）

の
視点から

在学生
の

視点から

在学生
の

視点から 身につくのは？

世
界
的
な
部
品
メ
ー
カ
ー
に

女
子
学
生
の
採
用
を

増
や
す
方
法
を
提
案

　

２
０
１
６
年
８
月
₂₂
日
か
ら

９
月
９
日
ま
で
の
約
３
週
間
に
わ

た
り
、中
西
金
属
工
業
株
式
会
社

（
大
阪
市
北
区
）と
の
共
同
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ・プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。

男
女
共
同
参
画
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
生
も
多
数
参
加

し
た
。こ
れ
は
企
業
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を

直
接
提
案
す
る
取
り
組
み
で
、同

社
か
ら
の
要
望
は﹁
女
子
学
生
の

採
用
を
増
や
す
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂だ
っ

た
。最
終
日
に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
広
報
戦
略
や
、飲
料
メ
ー

カ
ー
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
の
企

画
を
提
案
。学
生
ら
し
い
柔
軟
な

発
想
力
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
。▲プレゼンテーションの様子

※最終日の白熱したプレゼンなど、活動の様子は日経ＢＰ社の「日経WOMANオンライン」で報じられた。

［ 企画 ・ 構成 ： E-CO-to Staf f （清水 佳奈／長尾 光／古田 卓也／長谷川 真子／吉田 茜） ］

　
こ
の
授
業
で
は
、男
女
に
関
係
な
く
納
得
度
の
高

い
職
業
選
択
と
、そ
の
継
続
を
実
現
す
る
手
が
か
り

を
考
察
し
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、多
彩
な
業
界
か
ら

の
ゲ
ス
ト
講
師
の
キ
ャ
リ
ア
に
触
れ
た
り
、企
業
と

と
も
に
実
際
の
課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
。社
会
に
触
れ
る
学
び
は
、学
生

各
自
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
力
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

実
社
会
で
働
く
人
や
企
業
と
の

関
わ
り
の
中
で
、キ
ャ
リ
ア
形
成
の

き
っ
か
け
を
つ
か
む

　
﹁
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
﹂と
い
う
テ
ー
マ
で
、大

学
入
学
か
ら
就
職
、転
職
、結
婚
、

出
産
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
、

私
の
働
き
方
に
つ
い
て
講
義
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
と
い
う
未
経
験
の
分
野

に
飛
び
込
ん
で
、信
用
を
得
る
た

め
次
々
に
資
格
を
取
得
し
た
こ
と

や
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い

が
思
い
が
け
な
い
仕
事
に
発
展
し

て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
し

ま
し
た
。一
番
感
じ
取
っ
て
ほ
し

か
っ
た
の
は
、自
ら
行
動
を
起
こ
す

こ
と
の
大
切
さ
。例
え
ば
私
自
身

母
校
で
講
義
を
す
る
な
ん
て
、想

像
す
ら
し
な
か
っ
た
こ
と
。す
べ
て

は
行
動
の
結
果
な
の
で
す
。

い
い
会
社
に
、で
は
な
く

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

切
り
拓
い
て
ほ
し
い

　
﹁
成
熟
社
会
﹂の
働
き
方
に
つ
い

て
、考
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
従
来
型
の
男
女
の
役
割
分

担
や
、働
く
か
辞
め
る
か
の
二
者
択
一

で
は
な
く
、多
様
な
選
択
肢
の
中
か

ら
、自
ら
の
生
き
方
、働
き
方
を
選
び

取
って
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、具
体
的
な
就
職

活
動
を
始
め
る
前
に
、ま
ず
は
、変
化

す
る
社
会
に
目
を
向
け
、多
様
な
働

き
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。身
近
な
大
人
や
、

様
々
な
立
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
人

に
話
を
聞
き
、働
く
こ
と
の
意
味
や

仕
事
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。仕
事

に
対
す
る
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、

社
会
で
生
き
抜
く
確
か
な
力
を
付
け

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
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このままでは就活のアピー
ル材料がないという危機
感から参加を決めました。リーダー
シップやコミュニケーション力に磨きをか
けるとともに、期間が長いので、好きなこと
しか長続きしない気質も克服したいと思
います。スタジムにいるときは、状況に応じ
たてどんな言葉を使えばお客様が理解し
やすいか、常に考えて案内するように努め
ています。

経営学部 マーケティング学科 3年

山下 理来さん

スポーツビジネス分野への就職をめざす
私にとって、このインターンシップはお客
様について学ぶ絶好の機会。個々のお客
様とは短時間のかかわりですが、その中で
のベストな接客について皆で追究してい
るところです。私は毎回、正しい姿勢、挨
拶の元気よさなどの具体的な課題を持っ

て臨みます。その先には目標である
「おもてなし日本一」があ
ります。

経営学部 経営学科 3年

芳野 雅さん

具体的なスキルよりも人間的に成
長したいと考えて参加しまし
た。スタジムではお客様一人ひとりに気持
ちを込めて接客。チケット確認の際は一歩
近づく、迷っている様子の方にはすぐにお
声がけする、常連の方には挨拶のトーンを
変えるなど、工夫を怠らないようにしてい
ます。まずは現在の業務を120％評価して
いけだけるように行動し続けます。

経営学部 マーケティング学科 3年

森田 将史さん

担当するマニュアル班の仕事は前例もなく、

これが完成という基準がありません。試
行錯誤の連続で、結果が出
ず悔し涙を流したこともありま
すが、それだけ私も皆も真剣なのです。ス
タジアムではお客様目線の対応を心掛け
ています。お客様にとって、スタッフも印象
に残るスタジアムにしたいと思っています。
個人的には、いずれVIPの接偶もしてみた
いですね。

経営学部 マーケティング学科 2年

田中 瑞希さん

　

２
０
１
６
年
２
月
、ガ
ン
バ
大
阪
の
新

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム「
市
立
吹
田
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
」が
開
場
。そ
れ
に
伴
い
本
学
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ「
新
ス
タ
ジ
ア
ム
運
営
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。本
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は「
Ｊ
１
チ
ー
ム
最
大
級
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
始
動
」の
触
れ
込
み
で
学
内

外
に
広
報
さ
れ
た
が
、実
際
Ｊ
１
チ
ー
ム
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
は
規
模
、

業
務
内
容
と
も
に
類
例
が
な
い
も
の
に
な
っ

た
。狙
い
は
就
業
体
験
で
は
な
く
仕
事
そ
の

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
。学
生
た
ち
が
掲
げ

た
目
標
は「
日
本一の
お
も
て
な
し
」と
、意

気
込
み
も
最
大
級
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
業
務
内
容
は
ス
タ
ジ
ア
ム
内

で
の
来
場
者
の
チ
ケ
ッ
ト
確
認
と
案
内
。新

ス
タ
ジ
ア
ム
は
券
種
に
関
係
な
く
ど
の
場
所

に
も
移
動
で
き
る
構
造
に
な
って
い
る
た
め
、

各
ポ
イ
ン
ト
で
の
チ
ケ
ッ
ト
確
認
と
案
内
が

必
要
に
な
る
。事
前
に
決
ま
って
い
た
の
は
こ

の
点
だ
け
で
、立
ち
位
置
、案
内
の
中
身
と

い
っ
た
業
務
の
進
め
方
は
、イ
ン
タ
ー
ン
生

た
ち
が
考
案
し
マ
ニュア
ル
化
し
た
。ス
ム
ー

ズ
な
会
場
運
営
に
貢
献
す
る
の
は
最
低
限

の
こ
と
。心
の
こ
も
っ
た
接
客
と
い
う
要
素

も
重
視
し
た
。ま
た
、観
客
と
直
接
接
点
の

あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
け
に
、何
か
と
頼
ら
れ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。例
え
ば
売
店
や
ト
イ

レ
の
場
所
、売
店
で
の
取
扱
い
商
品
、気
分

が
悪
く
な
っ
た
な
ど
。そ
う
し
た
質
問
へ
の

対
応
も
万
全
に
準
備
し
た
。

　

業
務
は
週
２
日
程
度
の
通
年
。試
合
日

の
ほ
か
、学
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て

改
善
を
繰
り
返
し
、毎
試
合
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。だ
か
ら
マ
ニュ
ア
ル
も
常
に

進
化
中
だ
。ガ
ン
バ
大
阪
の
社
員
の
目
と
な

り
耳
と
な
り
、問
題
を
発
見
し
提
案
に
つ
な

げ
る
。そ
こ
で
評
価
を
得
て
、ま
た
新
た
な

仕
事
に
結
び
つ
け
る
。「
仕
事
の
報
酬
は
仕

事
」が
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
だ
。

　
な
お
、募
集
は
随
時
。問
い
合
わ
せ
は「
就

職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
」ま
で
。

 ﹁
日
本
一
の
お
も
て
な
し
﹂集
団

新
ス
タ
ジ
ア
ム
で
活
躍
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生

常
に
問
題
発
見
と

改
善
の
視
点
で
、

毎
試
合
レベル
ア
ッ
プ

●インターンシップに参加した学生の声

1

2

3

46

集合は試合開始の約６時間前。髪型、スーツの着こなし、爪の長
さなど身だしなみを詳細にチェックする。この服装は本学から
の提案。「スーツ姿で接客したい」との申し出が了承された。

スタジアムを下見するスタッフ。当日の予想
観客動員数から考えられる注意事項などを
共有し、観客の導線を入念にチェックする。

5 試合終了後に、観客の退出を誘導するのも仕事の
ひとつ。収容人数4万人を誇る新スタジアムでは、
全観客が退出するまでかなりの時間を要する。

試合開始4時間前に、一旦全員で集合。ガン
バ大阪からの指示を全員で確認した後、円陣
を組んで気合いを入れる。

終了後は全員で反省会を実施。この後もデータ整理などの業
務にあたるスタッフも多数いる。（写真はスタッフにねぎらい
の言葉をかけるガンバ大阪の河合直輝さん）

観客の入場がはじまるとスタッフの仕事が始まる。主な業務は通路から観客席
に入るお客様への案内。単なるアルバイトと違い、スタッフ皆で試行錯誤し、最
適な案内方法を提案しながら業務にあたる。もちろん試合を見ることはできない。

実際にインターンシップを目の当たりにして、最も印象に残ったのは、現場での“張り詰めた緊張感”でした。お客様の前に立つ責任感。そして、学生自身の「このインターンシップを通して成長した
い」という気持ちが強く伝わってきました。特に開始前に円陣を組み、かけ声をあげているスタッフを見たときは、その真摯な姿勢に心をうたれるものがありました。スタッフの視点から

その場で結果がわかるアンケートに答えよう！

ガンバインターンシッププロジェクトを
知っていましたか？

Bridgeアンケート

Q2

ガンバ大阪
新スタジアム
運営プロジェクト

密着！ ガンバ大阪インターンシップ

J1チーム史上最大級の
インターンシップに

キミも参加してみないか？
［ interview ： 児玉 咲紀／伊藤 大河 ］
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A k i r a  I d e
［ Tex t ： 古賀 千晴 ］

［ interv iew ： 古賀 千晴／東田 萌希／向井 雅駿 ］

経営学部　マーケティング学科 

　
ま
さ
か
自
分
が
ネ
パ
ー
ル
に
行
く
な
ん
て
。そ

れ
が
今
で
は「
行
く
」で
は
な
く「
帰
る
」と
表
現

す
る
ほ
ど
大
切
な
場
所
に
な
っ
た
。今
年
３
月
に

は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
近
郊
の
４
つ
の
学
校
に
サ
ッ

カ
ー
部
を
設
立
。４
月
に
支
援
団
体「
ネ
パ
ー
ル

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」を
独
力
で
立
ち
上
げ
、来
年
夏

に
は
現
地
で
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
大
会
を
開
催
し
よ

う
と
奮
闘
中
だ
。今
の
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
、

１
年
次
の
夏
、教
育
視
察
で
追
大
を
訪
れ
た
ネ

パ
ー
ル
の
文
部
大
臣
と
直
接
話
す
機
会
に
恵
ま
れ

た
の
が
き
っ
か
け
だ
。「
教
育
面
は
ど
う
で
す
か
」

「
圧
倒
的
に
足
り
な
い
」。短
い
会
話
だ
っ
た
が
、

も
と
も
と
義
侠
心
の
あ
つ
い
古
川
さ
ん
に
火
を
つ

け
る
に
は
充
分
だ
っ
た
。先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
、志
あ
る
ネ
パ
ー
ル
人
に
も
協
力
を
得
て
、半

年
後
に
は
彼
の
地
に
飛
ん
で
い
た
。

　

初
め
て
訪
れ
た
ネ
パ
ー
ル
の
現
実
に
、古
川
さ

ん
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。格
差
問
題
も
頭
で

は
知
っ
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、実
際
に
目
の
当

た
り
に
す
る
と
全
然
ち
が
う
。そ
う
し
た
社
会
の

暗
部
が
結
局
は
子
ど
も
達
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
い

る
理
不
尽
さ
を
肌
で
感
じ
て
、言
い
よ
う
の
な
い

憤
り
と
悲
し
さ
に
襲
わ
れ
た
。

　
「
で
も
、孤
児
院
の
子
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
ん
で

す
よ
。す
る
と
、す
ご
く
い
い
笑
顔
に
な
っ
た
。グ
ラ

ン
ド
は
ボ
コ
ボ
コ
で
、靴
も
十
分
に
な
い
か
ら
よ
く

て
サ
ン
ダ
ル
。裸
足
の
子
も
い
る
。で
も
と
て
も
楽

し
そ
う
で
し
た
」。

　
心
に
火
種
を
も
ら
っ
て
帰
国
し
た
直
後
、大
地

震
が
ネ
パ
ー
ル
を
襲
う
。４
カ
月
後
に
は
復
興
支

援
の
た
め
再
び
現
地
へ
。こ
う
し
た
経
験
を
通
じ

て
、「
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
で
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も

達
を
笑
顔
に
し
た
い
」と
の
思
い
は
強
ま
り
、夢
中

で
走
り
つ
づ
け
て
現
在
に
至
る
。

　
二
国
間
で
の
活
動
を
続
け
る
な
か
で
、古
川
さ

ん
自
身
の
意
識
も
変
化
し
て
き
た
。

　
「
最
初
は
何
も
か
も
が
足
り
な
い
と
感
じ
た

し
、貧
困
や
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が“
不
幸
な
こ
と
”

に
思
え
ま
し
た
。で
も
、彼
ら
は
エ
ベ
レ
ス
ト
に
代

表
さ
れ
る
偉
大
な
自
然
の
な
か
で
生
き
て
い
る
こ

と
に
誇
り
を
も
ち
、自
分
た
ち
の
属
す
る
土
地
や

文
化
を
愛
し
て
い
ま
す
。ぼ
く
ら
日
本
人
と
ど
っ

ち
が
幸
せ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
」。

　
め
ざ
し
た
い
の
は
、与
え
る
支
援
で
は
な
く
、た

だ「
共
に
あ
る
」寄
り
添
い
方
。そ
れ
が
こ
の
先
の

社
会
を
少
し
で
も
よ
く
す
る
原
動
力
に
な
れ
ば

と
、熱
く
静
か
に
願
う
。そ
の
た
め
ネ
パ
ー
ル
で
の

活
動
を
全
国
規
模
に
展
開
し
て
い
く
。

経済学部 経済学科 3年
Shuto Furukawa

古川 十豊さん

サ
ッ
カ
ー
の
よ
ろ
こ
び
を

ネ
パ
ー
ル
の
子
ら
と
共
に

{
{

１
年
次
夏
、ネ
パ
ー
ル
の

文
部
大
臣
と
話
し
て

義
侠
心
に
火
が
つ
い
た

２
年
次
の
決
意
。

大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
で

子
ど
も
達
に
笑
顔
を

次
は
全
国
規
模
に
展
開
。

そ
の
先
の
社
会
変
革
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

Vol.O4
［ interview ： 西尾 紗希／児玉 咲紀 ］

「想像もしなかった自分史」を
 始めた学生の肖像

アウシュビッツ強制収容所入り口

2015年に発生したパリ同時多発テロの現場付近

古川さんは３歳から18歳までサッカー選手として
フィールドを駆けていた。強豪・大阪市立桜宮高校
サッカー部で副キャプテンまで務めたが、大学入
学後は競技を離れた。そんな古川さんに、今の世
の中でおかしいと思うことは？と尋ねると「消費社
会」という答え。競技スポーツから国際交流への転
身は、弱肉強食の欲望社会への異議申し立てでも
あるのかもしれない。

多くの人との出会いと共に古川さんの活動は広
がってきた。追大の教職員。同志であり現地コー
ディネーターでもあるネパール人のガネッシュさ
ん。ネパール支援団体SPEC Japan代表の吉川雄
介さん。2015年4月25日のネパール大地震の支
援募金では、活動に賛同した茨木市の義援金を茨
木市長から託され、スシル・コイララ首相（当時）に
面会、直接目録を手渡した。

　
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、戦
争
跡
地
や
震
災
被

害
地
な
ど「
人
類
の
悲
劇
」の
地
を
観
光
す
る
こ
と
を

指
し
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
に
研
究

さ
れ
て
い
る
。ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、物
事
を「
光
」と

「
影
」の
両
面
か
ら
捉
え
、あ
た
ら
し
い
も
の
の
見
方

を
う
な
が
し
て
く
れ
る
。

　
代
表
的
な
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
地
と
し
て
、ナ
チ

ス
の
強
制
収
容
所
や
ア
フ
リ
カ
の
奴
隷
貿
易
港
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。修
学
旅
行
で
、広
島
県
の
原
爆
ド
ー

ム
な
ど
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と
も
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
。東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
や
福
島
第
一
原
発
な

ど
を
観
光
地
化
す
る
と
い
う
提
案
も
存
在
す
る
。

　
日
本
の
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
第
一
人
者
と

い
え
ば
本
学
経
営
学
部
の
井
出
明
准
教
授
で
あ
る
が
、

最
初
か
ら
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

た
訳
で
は
な
い
。観
光
や
旅
行
と
い
っ
た
自
身
の
関
心

か
ら
、阪
神・淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に「
災
害
復
興

と
観
光
」を
テ
ー
マ
に
研
究
を
始
め
た
。そ
の
後
、今
か

ら
５
年
前
に
、こ
れ
か
ら
の
北
海
道
観
光
の
在
り
方
と

し
て
、近
代
に
お
け
る
悲
惨
な
歴
史
を
観
光
資
源
と

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、海
外
の
研
究
者
か
ら

「
そ
れ
は
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、現
在
盛
ん

に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」と
教
え
ら
れ
た
そ
う
だ
。

　
井
出
准
教
授
は
、ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
理

由
に
つ
い
て
、「
過
去
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
」

だ
と
話
す
。

　
「
公
害
の
跡
地
や
被
災
地
で
は
、起
こ
っ
た
出
来
事

を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
、き
れ
い
な
面
だ
け
を
見
せ
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。特
に
日
本
は
、過
去
の

闇
に
蓋
を
す
る
傾
向
が
あ
り
、現
在
ま
で
放
置
さ
れ

て
き
た
現
状
が
あ
り
ま
す
。過
去
の
失
敗
を
学
ば
な

け
れ
ば
、時
空
を
超
え
て
、第
二
の
悲
劇
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。過
去
の
失
敗
に
無
関
心
で
い
る
の
で

は
な
く
、正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
」。

　
例
え
ば
、ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
の
ユ
ダ
ヤ
人

の
大
量
虐
殺
。当
初
は
政
治
犯
が
収
容
さ
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
ユ
ダ
ヤ

人
た
ち
は
、ま
さ
か
自
分
た
ち
が
同
じ
目
に
合
う
日

が
来
る
と
い
う
意
識
は
、あ
ま
り
強
く
は
持
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。自
分
た
ち
に
は
直
接
の
関
係
が

な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
、大
き
な
関
心
を
払
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
、最
終
的
に
悲
劇
を
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
。

　
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
こ
と
も
こ
れ
と
同
じ

で
あ
る
。事
実
か
ら
目
を
背
け
ず
、過
去
の
闇
を
知
り
、

物
事
の
本
質
を
見
抜
く
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
、ど
う
や
っ
て
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

学
べ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。井
出
准
教
授
は
、実
際
に

現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。

　
「
現
地
に
行
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
は
多
い
。映

像
や
文
章
で
は
表
現
で
き
な
い
も
の
も
、実
際
に
見
る

こ
と
で
心
に
迫
っ
て
き
ま
す
。私
た
ち
は
普
段
、ネ
ッ
ト

な
ど
で
、自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
情
報
の
み
を
選

び
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、現
地
で
は
多
様
な
情
報

が
有
無
を
言
わ
さ
ず
に
自
分
の
中
に
入
っ
て
き
ま
す
。

た
と
え
、そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
ノ
イ
ズ
だ

と
し
て
も
、シ
ャッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
す
。現
地
を
歩
い
て
感
じ
る
も
の
、そ
の
場
の
空
気
、

そ
こ
で
考
え
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　
そ
れ
で
も
、現
地
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ

る
学
生
は
い
る
だ
ろ
う
。そ
ん
な
学
生
に
対
し
て
先
生

は
、「
生
身
の
身
体
で
現
地
を
知
る
こ
と
は
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
、負
の
遺
産
の
み
を
見

る
の
で
は
な
く
、そ
の
周
辺
で
観
光
や
美
味
し
い
食
べ

物
を
楽
し
み
、そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
に
会
う
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
出
来

る
で
し
ょ
う
。現
地
に
向
か
う
私
た
ち
は『
旅
人
』な

の
だ
か
ら
、気
負
う
必
要
は
な
い
。負
の
遺
産
や
そ
れ

ら
に
関
す
る
闇
に
つ
い
て
考
え
る
の
は
、帰
っ
て
き
て

か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
自
分
の
肌
で
感
じ
た
こ
と
は
、き
っ
と
心
を
大
き
く

動
か
す
。そ
れ
が
、こ
れ
か
ら
の
糧
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、新
し
い
観
光
の
可
能
性
を

考
え
る
上
で
も
、非
常
に
重
要
な
分
野
で
あ
り
、こ
れ

か
ら
の
発
展
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。こ

の
一
端
に
触
れ
て
み
る
こ
と
は
、き
っ
と
、自
分
を
大
き

く
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
だ
ろ
う
。

1995年京都大学卒業。同大学院で修士号・博士号を取得。ダークツーリズ
ム研究の第一人者として、国内外で活躍中。地域の悲しみの記憶の継承と
悼みや祈りをともに捧げるための方法論を情報学の視点から研究している。
2013年には、共著で『チェルノブイリダークツーリズムガイド』『福島第一原
発観光地化計画』などを出版。ダークツーリズムについて広く発信している。

「
被
災
地
に
観
光
旅
行
」は
不
謹
慎
？

ネ
ッ
ト
社
会
だ
か
ら
こ
そ

生
身
の
体
験
が
意
味
を
持
つ

ダークツーリズムが突きつける
現代の課題とは

今
回
の
取
材
で
、初
め
て
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
を
知

り
ま
し
た
。自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
こ
と
し
か
知
ろ
う
と
し
な

い
私
た
ち
に
と
っ
て
、ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
見
方
は
衝
撃
的
で
し

た
。現
地
に
足
を
運
ぶ
意
義
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
、自

分
に
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
古
賀 

千
晴
）

ス
タ
ッ
フ
の
視
点
か
ら

B r i d g e    O T E M O N G A K U I N U N I V E R S I T Y11 B r i d g e    O T E M O N G A K U I N U N I V E R S I T Y 10



その場で結果がわかるアンケートに答えよう！

気になったコーデはどれ？

Bridgeアンケート Check!

Q3

秋の着こなしをテーマに
追大生のファッションをチェック！
人気の秋色は、やっぱり赤？

［ interv iew & tex t ： 福田 菜摘／西尾 紗希 │ Photo ： 向井 雅駿 ］

読書の秋、食欲の秋、そしてファッションの秋。
現役追手門の学生たちが今秋一押しのファッションを
見せてくれました。

OTEMON
COLLECTION

VOL.3 テーマは
秋の色

経営学部 経営学科 3年

森本 悠介さん
Y U S U K E M O R I M OTO

ベージュのセットアップに白のTシャ
ツを合わせました。差し色の赤いバ
ンダナを取り入れてカジュアルに見
せつつも、ローファーで落ち着きを
もたせた秋コーデです。シンプルな
服が多いので、普段から小物で色味
を効かせるようにしています。今回
はバンダナを巻いてみました。ベー
ジュほかに、秋色としてはキャメル色
なんかもいいですね。

経営学部 マーケティング学科 2年

中嶋 いずみさん
IZ U M I N A K A J I M A

テーマは大人シック。全体的に落ち
着いた色でまとめると同時に、タイト
スカートで大人っぽい雰囲気にしま
した。ポイントはまず黒の靴。黒を効
かせることで全体が締まって見える
と思いました。それと赤いスカート。
少しくすんだ感じの赤で、秋らしさ
が出せて気に入っています。普段か
ら気をつけていることは、やはり色
のバランスですね。

心理学部 心理学科 2年

木佐 凌一朗さん
R YO I CH I R O K I S A

秋色である赤、黄色、オレンジが
入っている服を選択。シャツが総柄
なので、下はおとなしいスキニーに
しています。派手な柄が好きなので
カラフルな服、例えるなら親戚の集
まりに着ていくと親に怒られそうな
ものをよく選んでいます。今回は飛
行機柄のシャツですけど、動物やマ
スコット柄の服も持っています。マス
コットがあると楽しく映りますね。

心理学部 心理学科 2年

才木 里香さん
R I K A S A I K I

紫色のストールをポイントに、秋らし
く落ち着いたシック系の色で固めて
みました。赤のジャケットは友達と買
い物に行ったとき、手にとって合わ
せていたら「いいね！」と言ってくれた
ので買っちゃいました。かっこいい赤
で気に入っています。私の場合決
まった洋服店はなく、その時々で自
分に合うと思ったものを購入してい
ます。

国際教養学部 アジア学科 3年

伊藤 大河さん
TA I G A I TO U

ジャケットとジーパンを基調に大
人っぽい雰囲気を出すようにしまし
た。全体のなかでポイントは赤の
カーディガン。明るくて目立つうえ
に大人っぽさも出せると思いまし
た。カジュアル感もコーディネイトの
ポイント。大学生らしいお手頃な服
装でまとめています。ちなみによく
利用するお店は、ライトオンとレイ
ジーブルーです。

社会学部 社会学科 1年

東田 彩希さん
S A K I TO U DA

ファッションのテーマは“Sweet×
Hard”。Sweetな感じはスカート
で、Hardさは全体の色合いで出し
てみました。赤いスカートはラインと
縦についているフリルが気に入って
います。コーディネイトのポイントは
スカートの赤とタイツの黄色のコン
トラスト。私はいつも色合いを意識
しながらコーディネイトします。自分
に似合う色は、やっぱり赤かな。

経営学部 マーケティング学科 3年

萬谷 優紀さん
Y U K I M A N TA N I

秋ということでデニムをメインに
コーディネイト。ポイントはデニムの
裾を太めに折ってDr.Martens（ドク
ターマーチン）の靴と合わせていると
ころです。このチェリーレッドは原宿
で購入しましたが、普段は京都・三条
の古着屋などをよく利用します。私
は服を決めるとき、例えばロック系
のスタッズといった、差し色の小物か
ら考えていくという方法をとります。

社会学部 社会学科 2年

谷口 伊織さん
 I O R I  TA N I G U C H I

ナチュラルな着こなしをしつつも、色
が映えるように考えました。ポイント
は黄色のカーディガン。黄色を際立
たせるために、全体の色を抑え目に
しています。洋服を着るとき気にし
ているのは、サイズ感を整えてシル
エットをきれいに見せること。それと
合わせるカバンです。今回は黄色メ
インですが、秋色としては赤もいい
ですね。次回着てみます。
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チ
ャ
ン
ネ
ル
権
は
誰
の
も
の
で
し
ょ

う
か
。

　

私
が
子
供
の
こ
ろ
は
、テ
レ
ビ
は

一
家
に
一
台
で
、も
ち
ろ
ん
ス
マ
ホ
も

ネ
ッ
ト
も
な
い
の
で
、茶
の
間
に
あ
る

そ
れ
を
家
族
み
ん
な
で
観
た
も
の
で
し

た
。当
然
家
族
の
な
か
で
観
た
い
番
組

が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、誰
の
番
組

を
優
先
す
る
か
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て

結
構
大
き
な
問
題
で
し
た
。そ
し
て
、そ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
権
を
巡
っ
て
兄
弟
間
の

争
い
の
種
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
ま
し
た
。

　
先
日
、私
が
ニ
ュ
ー
ス
を
観
よ
う
と

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
た
と
こ

ろ
、家
族
か
ら
文
句
が
出
ま
し
た
。つ

け
っ
放
し
だ
っ
た
し
、誰
も
じ
っ
と
座
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
構
わ
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、ど
う
も
そ
う
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。結
局
、私
が
関
心

の
あ
る
い
く
つ
か
の
ニ
ュ
ー
ス
を
観
た

後
、家
族
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
権
を
譲
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
日
は
特
に
も

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、い
つ
も
そ
う
と

は
限
り
ま
せ
ん
。こ
ん
な
と
き
に
肝
心

な
の
は
、他
人
の
興
味
や
価
値
観
を
尊

重
す
る
こ
と
で
す
。も
し
、う
っ
か
り
自

分
の
観
た
い
番
組
が
他
人
の
そ
れ
よ
り

も
大
切
だ
と
い
う
態
度
を
と
ろ
う
も
の

な
ら
、家
庭
内
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
、居
心

地
の
悪
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
人
を
尊
重
し
て
初
め
て
、自
分
の
言

い
分
に
も
耳
を
傾
け
て
も
ら
え
る
の

で
す
。

　
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
こ
と
は
家
庭

内
に
止
ま
ら
ず
、日
常
生
活
の
色
々
な

場
面
で
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。言
う
権
利
が
あ
れ
ば
、言
わ
れ

な
い
権
利
も
あ
り
、見
る
権
利
が
あ
れ

ば
、見
ら
れ
な
い
権
利
も
あ
り
ま
す
。

何
か
を
す
る
権
利
が
あ
れ
ば
、さ
せ
な

い
権
利
も
あ
り
、こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

相
反
す
る
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。夏

頃
か
ら
話
題
に
な
っ
たPokém

on 
G

O
®

も
、歩
き
ス
マ
ホ
の
危
険
性
は

さ
て
お
い
て
も
、こ
れ
ら
と
同
じ
問
題

を
内
包
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、私
た
ち
は

様
々
な
相
反
す
る
権
利
の
中
で
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
権
利
の
多
く
は
人
権
と
呼
ば
れ

ま
す
。人
権
は
、対
国
家
的
に
は
、国
が

最
大
限
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
明
確
で

す
が
、対
人
的
に
は
そ
う
明
確
に
は
い

き
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
人
は
皆
等
し
く

人
権
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。そ
の
よ

う
な
状
況
で
、誰
の
権
利
を
優
先
す
べ

き
か
は
大
変
難
し
い
問
題
で
す
。

　
権
利
の
対
義
語
は
義
務
で
す
。私
た

ち
は
自
分
の
権
利
を
主
張
す
る
と
同

時
に
、他
者
の
権
利
を
尊
重
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
ま
す
。も
し
人
権
が
目
に

見
え
た
な
ら
、き
っ
と
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス

の
よ
う
に
デ
コ
ボ
コ
の
形
を
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。で
も
、そ
の
デ
コ
ボ
コ
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
互
い
に
し
っ
か

り
と
繋
が
れ
る
の
で
す
。私
た
ち
が
人

権
を
身
近
に
感
じ
、理
解
す
る
こ
と
は
、

き
っ
と
、よ
り
生
き
や
す
い
社
会
を
作

る
道
標
に
な
る
は
ず
で
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
権
は
誰
の
も
の

OTEMON
NEWS&
TOPICS

S
p
o
r
ts

［  ニュース&トピックス ］

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

大乗院寺社雑事記
研究論集 第五巻

小林善帆（地域創造学部）共著
2016年4月／和泉書院

植民地期
朝鮮の教育資料Ⅱ
小林善帆（地域創造学部）編著
2016年3月／国際日本文化研究センター

Awa r d

日
本
公
共
政
策
学
会 

著
作
賞

奥
井
克
美︵
経
済
学
部
／
教
授
︶

書
籍
コ
ー
ナ
ー
に
て
紹
介
し
て
い
る「
経
済
体

制
の
公
共
選
択
分
析
」が
評
価
さ
れ
、著
作
賞

に
選
ば
れ
た
。

授
与
元
／
日
本
公
共
政
策
学
会

　
　
　
　
（
2
0
1
6
年
6
月
）

日
本
認
知
科
学
会
フ
ェ
ロ
ー

授
与
元
／
日
本
認
知
科
学
会

　
　
　
　
（
2
0
1
6
年
9
月
）

　
9
月
₁₄
日
、リ
オ
五
輪
シ
ン
ク
ロ・チ
ー

ム
競
技
で
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
日
本
代

表
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
卒
業
生・吉
田
胡

桃
さ
ん︵
国
際
教
養
学
部
２
０
１
４
年

卒
︶と
中
牧
佳
南
さ
ん︵
同
学
部
₁₅
年
卒
︶

が
母
校
に
凱
旋
し
、メ
ダ
ル
獲
得
の
報
告

会
を
開
催
し
た
。福
岡
洋
一
茨
木
市
長
も

駆
け
つ
け
、教
職
員・学
生
な
ど
約
１
０
０

名
が
参
加
し
、2

人
の
メ
ダ
ル
獲

得
を
盛
大
に
祝
っ

た
。吉
田
選
手
は

ロ
ン
ド
ン
に
続
く

2
回
目
の
五
輪

で
、中
牧
選
手
は

初
出
場
だ
っ
た
。

リ
オ
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の

凱
旋
報
告
会
を
開
催
！

　
２
０
１
６
年
国
際
教
養
学
部
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
国
際
教
養

学
科
へ
名
称
変
更
し
た
の
に
続
き
、₁₇

年
4
月
国
際
教
養
学
部
ア
ジ
ア
学
科
を

国
際
日
本
学
科
に
改
称
。＂
国
際
社
会

に
お
け
る
日
本
＂を
旨
と
す
る
学
科
の

性
格
が
一
層
明
確
に
な
る
。こ
れ
を
機
に

「
ア
ニ
メ
文
化
論
」「
中
国
か
ら
見
た
日

本
」「
日
本
の
伝
統
文
化
を
発
信
す
る
」

な
ど
６
科
目
を
新
設
す
る
。

T
o
p
ic

s

国
際
教
養
学
部
ア
ジ
ア
学
科
を

「
国
際
日
本
学
科
」に
名
称
変
更

　

水
野
浩
児︵
経
営
学
部
︶ゼ
ミ
の
エ
コ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、大
阪
府
の
お
お

さ
か
環
境
賞
の「
奨
励
賞
」を
８
月
2₉
日

︵
月
︶に
受
賞
。授
賞
式
は
大
阪
府
庁
に

て
行
わ
れ
、水
野
教
授
と
学
生
₁2
名
が
出

席
し
た
。代
表
で
表
彰
を
受
け
た
板
倉
裕

さ
ん︵
経
営
学
部
3
年
︶は「
先
輩
か
ら
受

け
継
い
で
の
継
続
的
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、光
栄
で
す
。

今
後
も
、よ
り
エ

コ
に
つ
い
て
の
意

識
と
活
動
の
質

を
高
め
、次
の
代

へ
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

T
o
p
ic

s

エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

お
お
さ
か
環
境
賞（
奨
励
賞
）受
賞

　
２
０
１
７
年
4
月「
心
理
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
」を
開
設
す
る︵
設
置

認
可
申
請
中
︶。研
究
対
象
は「
認
知
・

脳
科
学
領
域
」「
社
会
心
理
学・集
団
力

学
領
域
」「
発
達
心
理
学・発
達
支
援
領

域
」の
３
領
域
。教
員
に
は
全
員
が
博
士

の
学
位
を
も
つ
第
一
線
の
研
究
者
が
揃

う
。本
学
心
理
学
研
究
科
博
士
前
期
課

程︵
現・修
士
課
程
︶お
よ
び
他
大
学
か

ら
の
進
学
者
を
受
け
入
れ
る
。

T
o
p
ic

s

「
心
理
学
の
追
手
門
」に

ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
誕
生

　
２
０
１
６
年
6
月
に
新
設
さ
れ
た
リ
ー

ダ
ー
部
と
既
存
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、吹
奏

楽
団
が
一
体
と
な
り
追
手
門
学
院
大
学
応

援
団
を
結
成
し
た
。初
仕
事
は
7
月
の「
大

学
創
立
₅0
周
年
祝
賀
会
」。今
後
ス
ポ
ー
ツ

の
応
援
な
ど
を
中
心
に
活
動
す
る
。

T
o
p
ic

s

大
学
応
援
団
を
結
成

昔
な
が
ら
の
学
ラ
ン
姿
で
エ
ー
ル

　

場
所
は
₁₈
年
春
開
業
予
定
の
新
駅

「︵
仮
称
︶Ｊ
Ｒ
総
持
寺
」駅
か
ら
徒
歩

約
₁2
分
の
立
地
。現
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
も

約
２
キ
ロ
と
至
近
距
離
に
あ
り
、２
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ぶ
こ
と
で
新
た
な
教
育

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、利
便
性
の
高
い

立
地
を
生
か
し
て
国
内
外
か
ら
多
彩
な

人
材
を
呼
び
込
み
、多
様
性
の
あ
る
教

育・研
究
の
場
を
構
築
す
る
計
画
だ
。

BOOK INTRODUCTION 追手門学院大学 ・ 教員の著書（五十音順）

T
o
p
ic

s

茨
木
市
に
駅
チ
カ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
を
確
保

第50回 追手門学院大学

将軍山祭
▶11月5日（土）
［ ゲストLIVE ］ ACIDMAN

●開演＝17:30 ●場所＝体育館
●チケット1枚＝1,500円　※チケットぴあ ［Pコード ： 633-683］

［ トークショー ］ 志田未来
●開場＝10:00／開演＝11:00～12：00
●場所＝6号館 優駿ホール ●チケット1枚＝500円
※当日10時より学内（6号館前）にて販売（先着535名様）

追大杯 ●9:30～16:10 ●場所＝第一グラウンド

▶11月6日（日）※ホームカミング・デー同日開催

追笑（おわらい）LIVE～LAUGHING～in2016
●開演＝14:30 ●場所＝体育館

ドリームダンスコンテスト
●場所＝追大緑地ステージ
 ［ lolも来るよ！ ］ lol ─エルオーエル─（14：30～）

SL山祭鉄道～ゴーイング号～
●出発地＝阪急バス停「追手門学院大学前」周辺～6号館前
までのスロープ（だらだら坂）

体育祭［ 当日参加できます！］
●10:00～ ●場所＝第一グラウンド ※雨天 学生会館

「仮面ライダーエグゼイド」ショー
●1部＝10:00～10:30 ●2部＝12:30～13:00
●場所＝体育館

T
o
p
ic

s

50
周
年
記
念
式
典
･
祝
賀
会
を

開
催

　
５
月
2₉
日
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪・ナ

レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル 

コ
ン
グ
レ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
大
学
創
立

₅0
周
年
記
念
式
典
」を
挙
行
。続
い
て
７

月
２
日「
大
学
創
立
₅0
周
年
記
念
祝
賀

会
」を
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。来
場
者
数
は
と
も
に
１
２
０
０

名
を
超
え
る
盛
会
ぶ
り
で
、本
学
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
感
じ
さ
せ
る
式
典
お
よ

び
祝
賀
会
で
あ
っ
た
。

　

第
３
回「
追
手
門
グ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス

ト
」を
実
施
し
、「
グ
ッ
ズ
ア
イ
デ
ア
発

表
会
」︵
２
次
審
査
︶の
結
果
、「
チ
ー
ム

社
長
夫
人︵
延
原
由
夏
さ
ん・桝
知
世
さ

ん
：
経
営
学
部
３
年
︶」の「
カ
バ
ン
、か

け
れ
る
も
ん︵
バ
ッ
グ
ハ
ン
ガ
ー
︶」が
最

優
秀
賞
を
受
賞
。ま
た
、現
在「
第
7
回

追
大
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」の
応
募
を
受
付
中
。応
募
期
間
は

₁₁
月
8
日
ま
で
。

T
o
p
ic

s

グ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
、

最
優
秀
賞
は

経
営
学
部
の
チ
ー
ム

最優秀賞　チーム社長夫人
延原 由夏さん（左）［経営学部 3年生］
桝 知世さん（右）［経営学部 3年生］

　

学
校
法
人
追
手
門
学
院
は
、東
芝
大

阪
工
場
跡
地︵
茨
木
市
︶を
大
学
お
よ
び

中・高
等
学
校
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
予
定
地

と
し
て
取
得
。東
芝
側
と
合
意
書
を
締

結
し
た
。敷
地
面
積
は
お
よ
そ
２
万
坪
。

　

大
学
は
現
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
一
部
学

部
を
移
し
て
２
キ
ャ
ン
パ
ス
化
に
。中
・

高
等
学
校
は
全
面
移
転
す
る
。開
学
は

２
０
１
９
年
を
目
標
に
し
て
い
る
。

新キャンパス予定地の概要

■住　　所／大阪府茨木市太田東芝町の一部

■面　　積／64,400㎡

■活用予定／追手門学院大学の

　　　　　　2キャンパス化による機能拡充

　　　　　　追手門学院中・高等学校の

　　　　　　全機能の移転

■開学目標／2019年4月開学を目標

 

社
会
学
部
社
会
学
科 

教
授  

上
石
圭
一

触感の文学史
感じる読書の悦しみかた

真銅正宏（国際教養学部）著
2016年4月／勉誠出版

テーマ「50ing!（ゴーイング！）」

大学創立50周年記念大学校友会総会 

ホームカミング・デー
●校友会総会＝11：00～12：00 ●懇親会＝12：30～14：00
●学部同窓会＝14：15～15：15
●クラブ同窓会＝15：30～16：30

徳川家康
その政治と文化・芸能

小林善帆（地域創造学部）共著
2016年6月／宮帯出版社

ドナルド・トランプ
劇画化するアメリカと世界の悪夢

佐藤伸行（経済学部）著
2016年8月／文春新書（文藝春秋）

神山プロジェクト
という可能性

～地方創生、循環の未来について～
信時正人（客員教授）共著
2016年8月／廣済堂出版

京都企業
歴史と空間の産物

宮宇地俊岳（経営学部）共著
2016年5月／中央経済社

BALANCING WORK AND 
FAMILY IN A CHANGING 

SOCIETY
THE FATHERS’ PERSPECTIVE

善積京子（地域創造学部）共著
2016年3月／Palgrave Macmillan

× 将軍山祭

乾
敏
郎︵
心
理
学
部
／
教
授
︶

日
本
の
認
知
科
学
の
発
展
に
関
し
て
、こ
れ
ま
で
の

業
績
と
貢
献
が
評
価
さ
れ「
日
本
認
知
科
学
会
フェ

ロ
ー
」の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。9
月
₁₈
日
に
北
海

道
大
学
に
て
受
賞
式
と
講
演
会
が
実
施
さ
れ
た
。

経済体制の
公共選択分析

奥井克美（経済学部）著
2015年4月／日本評論社

身体感覚の旅
舞踏家レジーヌ・ショピノと
パシフィックメルティングポット

富田大介（社会学部）編著
2016年10月／大阪大学出版会
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